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第2図　まきウシ期間中における

発情頭数の推移（1970）

これを実施することによって有利な点は，

イ　人工草地放牧により交配開始時期も早まるため，

秋の市場出荷も有利になる。

ロ　牧冊を完備して適正な面崩で区切れば，種オス

のメス群の掌瞳も容易になり，受胎成績も良くなる。

ハ　種オスの栄養が保持される。

また，民間の放牧地は岩場に富んだ急傾斜地が多く，

そのため毯オスの耐用年数も短くなっており，肢錦の

けんろう性が求められているのもこの点にある。

実証試験に供用した日本短角種の毯オス「王将号」

は昭和54年生まれで昭和42年まで下閉伊都川井村

で供用されていたが，その翌年から昭和45年まで当

場で供用し，前記の受胎率を得ている。つまり王将号

が現地で淘汰されてからなお供用できたのは放牧地の

条件の違いにある。

この結果から，牧冊の完備した適度の広さを持つ人

工草地放牧は，種オスの消耗防止に好結果をもたらし，

耐用年数の延長にも役立っていると言える。

5　種オス2頭以上の混牧の廃止

現在，まきウシが行なわれている地帯では，1群当

りの種オスの頭数が2頭以上混牧している所が多くあ

る。しかし，改良の面から血統が信頼できないことは

問題が多いので，種オス2頭以上混牧したまきウシ繁

殖は改める必要がある。

4　ま　　と　　め

牧冊の完備した人工草地放牧によってメスの掌握が

容易になり，メス群40－50頭のまきウシ期間はdO

～70日で実用的な受胎が得られ，種オスの耐用年数

も延長できる。

また，この程度の交配期間ならば種オスにまだ余力

があり，他の牧区へのオスの供用も可能であり交配頭

数の増加にもつながると思われる。

酒造米糠による肉牛肥育試験
′J、玉要三・加納睦雄・石田／ト十郎

（秋田県畜試）

1　ま　え　が　ぎ

清酒醸造の盛んな本県において，その際副産物とし

て産出される米練の量は年間5，000トンにも及び，その利

用方法がいろいろと検討されている。昭和44年度から

45年度にかけて，私どもは，この酒造米糠が廉価であ

り，かつ，栄養価が高いことに注目し，これを肉牛肥育

飼料として用いた場合の価値を調査した。44年度は，

対照飼料の大麦およびとうもろこしを20～40帝酒

造米糠（中扮）で代替し．肥育試験を行なった。その

結果，飼料費は約10釘節減され，肉質および脂肪

質にはなんら悪影響を及ぼさないことが判明した。し

かしながら，酒造米糠配台飼料の嗜好性と，それに伴

う採食性さらに，増体効果および飼料要求率に関連し

て，その配合割合や使用時期については，なお検討の

余地が残された。本報告は，これらの問題を解決すべ

く酒造米捷配合割合を変え，また，屠体に及ぼす影響

を再確認することを目的とした。

2　試　験　方　法

1　供試牛

黒毛和種去勢牛12頭を用いた。平均体重は401．7

Kク，平均月令は194カ月である。これら，12頚の去

勢牛を体重および種雄牛の配分を考慮して試験群と対

照群の2群に分けた。

2　試験期間および飼養法

試験期間は，昭和45年12月1日より翌4°年5

月29日までの119日間である。飼毒法は，第1表
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のとおりである。

第1表　飼　養　法

群

　 期

月 日

予　 備　 期 第　 1　 期 第　 2　 期 第　 5　 期

4 5

●

　　 4 6．

1 2 2 9～ 1 2 5 1　 2 8－5　 2 9
飼 料給 与区分 1 1．1 7～ 1 1．5 0

（1 4 日）
1 2． 1～1 2．2 8

（2 8 日）
（2 8 日） （d 5 日）

試

験

群

乾　　　　　　　　　 草 飽　　　　　 食

渡 ；給 与孟 （体重比 ） 1．0　－ 1．2 痴 1．2 1．4 1．8

飼 酒 造 米 糖 混入率 5 0 痴

対

照

群

乾　　　　　　　　　 草 飽　　　　 食 ／′

濃

飼

給 与量 （体重 比 ） 1．0 ・～ 1．2 痴 1．2 1．4 1．8

弓種　　　　 煩 検　　　　　 5 〝 ′／

注．1）和牛産肉能力検定飼料5期用

5　濃厚飼料の配合割合

対照群には，和牛産肉能力検定飼料第5期用を与えた。

試験群の濃厚飼料は，対照群飼料の大麦およびとうも

ろこしを酒造米糠（中粉）で50多代替し，さらに米

練の代りに酒造赤糠を，また，噂好性を高めるために

陪賓を5喀配合した。飼育方式は．全期間スタンチョ

ソ飼である。

第2表　増俸状況　（各群る頭平均）

5　試験結果および考察

1　増体状況

終了時体重は，試験詳平均488・2鞄，対照群平均

495．5Kクであった（第2蓑）。試験期間119日間の増

体量は，試験群平均85・OKク，対照群平均95・4Kクと8・4

晦試験群が低い成績であった〇

日こブ・

群　 項 讐 1 第　 1　 期 第　 2　 期 第　 5　 期 全　　　 期

増 体 孟 A ． D ． 8 増 体 量 A ． D ． 8 増 体 量 A ． つ ． 0 梢 体 量 A ． D ． α

試　 験　 群 2 5 ．7 0 ．8 5 1 R d 0 ．7 0 4 1 ．8 0 ．8 8 8 5 ．0 ロ．7 1

対　 照　 群 2 2 ．5 0 ．8 0 2 2 ．1　　　 0 ．7 9 4 8 ．8 0 ．7 8 9 5 ．4 0 ．7 9

また，1日平均増体誌は，試験群平均〇・71Kク，対照群

平均0．79Kgであった。しかし，増俸成績に閑し有意差

はなかった。なお，期別に増体丑をみると，第1期は

試験群が若干良く，第2期および第5期は対照群が優

勢であった。このように．対照群に比べて試験飼料給

与群の増体が，有意差なしと言えどもやや劣ることは，

44年度の試験成績と憤向を同じくするものであり，

後で述べる飼料摂取量と開通して酒造米糠を長期間与

えた場合の嗜好性については，やはり難点があるもの

と考えられる。しかし，第1期の増体成績は，むしろ

対照群のそれをわずかながら上回っているので，給与

時期を選択して使用すれば実用価値は十分あると言え

よう。

2　飼料摂取是および要求率

濃厚飼料摂取量は，試験群平均7179晦，対照詳平

均760．4晦と対照群摂取量が42・5Kク多かった。ちな

みに，試験全期間を通じて，酒造米糠（中粉）の混入

凱ま平均215．4KPとなる。残食は，試験群において第

2期中頃から現われ，第5期後半には1日平均0・dKク

にも達した。この残食について，44年度の成績とあ

わせて考察すると，試験飼料給与開始後50～84日

にかけて現われている。また，この間の酒造米煉採食

量は81～7dKPとだいたい近い数値を示している0

すなわち，酒造米糠（中粉）を20～40朗己合した

飼料を連続して50－84日間，また，実量にして81

～78晦を一時期に給与した場合，採食性の低下を招

くものと考えられる。

1Kタ増体に要したD C P，TDNについては試験群

⊃Cア平均1．11KP，TI）Ⅳ平均8・59Kク，対照群はそ

れぞれ1．07晦，8．50kgとなり大差はなかった0
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5　と殺解体成績

昭和46年4月1日，横浜市食肉市場でと殺解体し，

同5日牛枝肉取引規格によって格付した。枝肉歩留は，

試験群平均82．9動対照群平均82・9多とほぼ等しい

値であった。左半丸体の第5～d肋骨間におけるロー

ス芯の断面積は試験群平均2鼠5戒対照群平均50・1

第5表　と殺解体成績（枝肉格付）

C諺と大差はなかった。また，皮下脂肪の厚さや′ミラの

厚さについてもほぼ同等の成続であった。枝肉の等級

も第5表に示すとおり両群等しく，脂肪交雑，脂肪付

着等についても差はなかった。しかし，肉のきめ，し

まりは試験群がむしろ良い成績であり．44年度の成

績と同様な傾向であった。

群 と牛番司

l

等　 級 均　 称
　 1
肉づき 脂肪付着 仕上げ 脂肪交雑 肉の色沢

肉のきめ
し ま り

脂 肪 の

色　 沢
脂肪の質

試

験

9 中 上 上 中 極上 2．□ 中 上 上 上

1 0 中 中 上 中 極上 1，0 上 上 上 上

1 1 中 中 上 中 極上 1．0 中 上 上 上

1 2 中 上 上 中 極上 1．0 中 上 上 上

群 1 5 中 上 上 中 極上 1．D 上 中 中 中

1 4 中 上 上 上 撞上 1．0 中 上 中 中

対

照

群

1 5 中 中 上 中 極上 1．0 中 上 中 中

1° 中 中 上 中 極上 1．0 上 中 上 上

1 7 中 上 上 　 中 榎上 1．5 中 中 上 上

1 8 中 上 上 上 痙上 1．0 中 中 中 中

1 9 中 上 上 上 極上 1．5 中 中 上 上

2 〔）
l 中

l

　 上

l

上 中 穫上 1．0 中 上 上 上

4　飼料費

試験群の濃厚飼料費平均52，784円，粗飼料費平均

川圧20円計45，404円，対照群ではそれぞれ55・742

円，10．951円　計4“75円であった0　このように・

試験群は対照群に比較して5．269円と75多の飼料費

節減となった。

4　摘　　　　　要

清酒を醸造する際に，副産物として得られる米糠を

肉牛の肥育飼料に50痴配合し，その価値を調査し，

次の結果を得た。

1試験期間の増体量は，試験群（酒造米株混入飼

料給与群）は対照群（塵肉能力検定飼料給与群）に比

べて若干低かった。

2　濃厚飼料摂取量は，試験群が対照群に比べて

42．5Kク少なかった。ちなみに，試験全期間を通じて，

酒造米糠（中粉）の混入量は，平均215．4Kgとなる。

5　1Kク増体に要したDCP，T）lは，両群とも大

差はなかった。

4　と殺解体の結果については，枝肉歩留，ロース

芯の断面括．体表脂肪，パラの厚さ，さらに，肉質，

脂肪交雑についてほとんど同等か，むしろ試験群がや

や上回る成按であった。

5　飼料費について，試験群は対照群に比べて約75

多の節減となった。

以上のことがらについて，44年度の成績とあわせ

て考察すると，酒造米糠を肉牛肥育飼料に混入して与

えても，肉質や脂肪質になんら悪影響を及ぼさなかっ

た。また，酒造米糠は，より廉価なため飼料費の節減

が期待され，十分実用価値があるものと考えられる○

しかしながら．長期間連続して給与した場合，嗜好性

にはなお難点がある。すなわち，酒造米橡を混入した

飼料を連続して50～84日間，また，実景にしてい

～78晦を一時期に給与すると採食性の低下を招き，

増体を妨げる。このため，使用時期や配合率には注意

を要する。つまり，肥育初期には40喀配合でもかな

りの成果を期待できるが，肥育が進むにつれて10～

20多もしくはそれ以下に減量する。また，酒造米糠

は細かすぎるのでペレットに加工して乾燥した場所に

保管し，飼料給与時に他の濃厚飼料に適量を混合して

与えたほうがより実用的である。




